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コーパスに基づいた「触る」の分析
―他動性との関連から―



















































































































〈こそあど〉それ・あそこ・どこか ４ ５（ ５％）
〈その他〉 ６ ７（ ７％）





〈こそあど〉どこ・あそこ・それ ８ １２（ ８％）
〈動物〉動物・猫・尻尾 ５ ６（ ４％）
〈空間・場所〉ところ・下・その辺 ３ ３（ ２％）
〈その他〉 ３ ５（ ３％）
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